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い
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。

た
」
と
説
明
し
た
が
、
そ

の
後
、
数
十
万
～
１
０
０

万
円
を
小
分
け
に
し
、
同

級
生
に
学
校
や
通
学
路
で

手
渡
し
て
い
た
。

少

女

は

友

人

宅

に
度

逮
捕
容
疑
は
１
月
初
旬

々
、
遊
び
に
行

っ
て
お
り
、

～
２
月
２７
日
、
同
区
の
友

現
金
の
存
在
を
知

っ
た
と

人
宅
に
保
管
さ
れ
て
い
た

み
ら
れ
る
。
少
女
の
母
親

現
金
１
０
０
０
万
円
を
盗

が
警
察
に
相
談
す
る
な
ど

ん
だ
と
し
て
い
る
。
　
　
　
一
し
て
友
人
の
母
親
が
被
害

同
課
に
よ
る
と
、
２
月

一
に
気
付
き
、
３
月
３
日
に

中
旬
に
少
女
の
母
親
が
、

一
警
視
庁
に
届
け
出
た
。
少

娘
の
部
屋
の
ク

ロ
ー
ゼ

ッ
　
女
や
同
級
生
の

一
部
は
金

卜
か
ら
１
０
０
０
万
円
が

一
を
使

っ
た
と
み
ら
れ
、
こ

入

っ
た
ト
ー
ト
バ

ッ
グ
を

一
れ
ま
で
に
７
９
０
万
円
が

見

つ
け
た
。
少
女
は
■
知

回
収
さ
れ
た
。

ら

な

い
男
か

ら
預

か

っ
　

　

　

【安
藤
い
く
子
】

力月 2//ク

友
人
宅
の
‐０００
万
円

中
３
女
子
が
盗
む

東
京
、容
疑
で
逮
捕

友
人
宅
か
ら
現
金
１
千
万

円
を
盗
ん
だ
と
し
て
、
警
視

庁
少
年
事
件
課
は
１６
日
ま
で

に
、
東
京
都
内
の
区
立
中
学

３
年
の
少
女

（
１４
）
＝
東
京

都
江
東
区
Ｈ
を
窃
盗
容
疑
で

逮
捕
し
た
。
同
課
に
よ
る
と
、

現
金
は
同
級
生
約
１０
人
に
配

り
、
約
２
０
０
万
円
が
所
在

不
明
と
い
う
。
逮
捕
容
疑
は

１
月
初
旬
か
ら
２
月
２７
日
ま

で
の
間
、
江
東
区
に
住
む
友

人
の
自
宅
か
ら
現
金
１
千
万

円
を
盗
ん
だ
疑
い
。
現
金
は

友
人
の
母
親
が
リ
ビ
ン
グ
で

保
管
し
て
い
た
。

同
課
に
よ
る
と
、
少
女
の

母
親
が
２
月
中
旬
、
娘
の
バ

ッ
グ
の
中
か
ら
１
千
万
円
を

発
見
。
少
女
が
「
知
ら
な
い
男

性
か
ら
預
か

っ
た
」
と
話
し

た
た
め
翌
日
、
深
川
署
を
２

人
で
訪
れ
て
相
談
し
た
。

と
こ
ろ
が
少
女
は
同
署
に

行
く
ま
で
の
間
に
現
金
を
持

ち
出
し
て
お
り
、
警
視
庁
は

同
級
生
か

ら
計
７
４
０
万

円
、
少
女
か
ら
５０
万
円
を
回

収
し
た
。
少
女
は

「
仲
間
は

ず
れ
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
た
」
と
供
述
し
て
お
り
、

同
課
が
経
縛
を
調
べ
る
。

中
３

‐０００
万
円
窃
盗
容
疑

同
級
生
に
配
布
少
女
、友
人
宅
か
ら

警視庁逮捕

友
人
宅
か
ら
現
金
１
０

０
０
万
円
を
盗
ん
だ
と
し

て
、
警
視
庁
少
年
事
件
課

は
‐６
日
、
東
京
都
江
東
区

の
区

立

中

３
年

の
少

女

（
‐４
）
を
窃
盗
容
疑
で
逮
捕

し
た
と
発
表
し
た
。
少
女

は
盗
ん
だ
現
金
を
中
学
校

の
同
級
生
１０
人
ほ
ど
に
配

っ
て
い
た
。
容
疑
を
認
め
、

「同
級
生
か
ら
仲
間
は
ず

れ
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

ス
ト

レ

ス
を
感

じ

て

い

た
」
と
供
述
し
て
い
る
と

周経 4//7
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投資家救済ハード

ン

灘

０購

寵

露

鰐

嶺

騒

韻

歓

■

争

一車

ヽ

娘

記
者
会
見
で
謝
罪
す
る
ス
マ
ー
ト
デ
イ
ズ
の
赤
間
社
長
０
と
菅

沢
前
社
長

（１４
日
、
東
京
都
千
代
田
区
）

業
者
と
銀
行
軍
ハ謀
」認
定
難
し
く

女
性
専
用
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス

「
か
ば
ち
ゃ
の
馬
草
」
を
運

営
す
る
不
動
産
会
社
ス
マ
ー

ト
デ
イ
ズ

（東
京

・
中
央
）

は
‐８
日
、
東
京
地
裁
か
ら
民

事
再
生
法
の
適
用
申
請
を
棄

却
さ
れ
た
。
今
後
破
産
手
続

き
に
移
行
す
る
。
す
で
に
に

ま

っ
て
い
る
所
有
者

へ
の
貨

料
の
支
払
い
は
、
運
営
会
社

の
破
綻
で
難
し
い
情
勢
だ
。

一
方
、
大
半
の
所
有
者
に

土
地

・
建
物
代
金
を
融
資
し

た
ス
ル
ガ
銀
行
は
、
運
営
会

社
の
破
綻
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず

「融
資
契
約
は
有
効
」

と

の
見
解
を
崩

し
て
い
な

い
。
投
資
家
救
済
の
ハ
ー
ド

ル
は
依
然
と
し
て
高
い
。

ス
マ
ー
ト
社
は
所
有
者
か

ら
建
物
を

一
括

で
借
り
Ｌ

げ
、
女
子
学
生
ら
に
転
貸
す

る

「
サ
ブ
リ
ー
ス
」
を
展
開

す
る
事
業
者
だ
。
人
居
者
の

募
集
、
建
物
の
維
持

，
管
理
、

家
賃
収
納
を
手
が
け
、
約
束

し
た
賃
料
（サ
ブ
リ
ー
ス
料
）

を
所
有
者
に
支
払
う
。
所
有

者
に
は
、
賃
料
か
ら
ロ
ー
ン

の
元
利
金
返
済
や
経
費
を
洋

し
引
い
た
金
額
が
手
元
に
残

る
。同

社
に
損
害
賠
償
を
求
め

て
提
訴
し
た
所
有
者
の
代
理

人
、
加
藤
博
太
郎
弁
護
士
（東

京
）
に
よ
る
と
仕
組
み
は
こ

う
だ
。

年
収
１
０
０
０
万
円
の
会

社
員
で
あ
れ
ば
、
土
地

・
建

物
の
代
金
は
１
億
２
０
０
０

万
円
―
―
。
こ
ん
な
具
合
に
、

年
収
に
応
じ
て
売
却
価
格
を

決
め
て
い
た
。
投
資
利
回
り

が
８
～
９
％

に
な
る
よ
う

に
、
周
辺
相
場
と
は
か
け
離

れ
た
家
賃
を
設
定
。
高
い
利

回
り
に
よ
る

一
括
の
借
り
上

げ
を
所
有
者
に
約
束
し
た
。

加
藤
氏
に
よ
る
と
、
金
記

簿
な
ど
を
見
れ
ば
業
者

の

「
原
価
」
が
浮
か
び
上
が
る
。

９
２
０
０
万
円
で
土
地

・
建

物
を
買

っ
た
所
有
者
の
例
で

は
、
土
地
代
が
約
３
０
０
０

万
円
、
部
屋
が
１０
戸
の
建
築

費
は
約
１
６
０
０
万
円
。
こ

の
原
価
と
の
差
額
に
あ
た
る

４
６
０
０
万
円
は
、
サ
ブ
リ

ー

ス
の
赤
字
を
補
填

し
た

り
、
販
売
代
理
店

へ
の

「
報

奨
金
」
（キ

ッ
ク
バ
ッ
ク
）
の

原
資
に
し
た
り
し
た
。
ス
マ

ー
ト
社
と
直
接
関
係
の
な
い

会
社
に
も
流
れ
た
と
い
う
。

原
価
に
諸
費
用
や
利
益
を

上
乗
せ
し
て
売
る
の
は
通
常

の
商
売
だ
。
た
だ
こ
の
物
件

の
例
で
は
、
募
集
し
た
賃
料

は
共
益
費
込
み
で
３
万
４
０

０
０
円
。
１０
戸
の
満
室
家
賃

は
毎
月
３４
万
円
だ
が
、
ス
マ

ー
ト
社
が
約
束
し
た
サ
ブ
リ

ー
ス
料

は
約

６９
万
円
だ

っ

た
。
３５
万
円
も
の
穴
が
あ
い

て
は
事
業
と
し
て
成
り
立
た

な
い
。
ス
マ
ー
ト
社
は
物
件

を
売
り
続
け
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
利
益

で
補
填
し
て

い

た
。ス

ル
ガ
銀
行
は
現
在
、
融

資
の
実
態
を
調
査
中
で
、
元

利
金
の
返
済
を
事
実
上
猶
予

し
て
い
る
。
金
融
庁
に
よ
る

ス
ル
ガ
銀
行

へ
の
緊
急
の
立

ち
入
り
検
査
は
、
無
理
の
あ

る
投
資
ス
キ
ー
ム
を
把
握
し

な
が
ら
銀
行
が
販
売
に
積
極

的
に
関
与
し
て
い
た
か
ど
う

か
が
焦
点
に
な
る
。

ス
ル
ガ

銀

株

前
日
比
１９
％
安

年
初
来
安
値
を
更
新

ス
ル
ガ
銀
行
の
株
価
が
急

落
し
て
い
る
。
１８
日
の
終
値

は
前
日
比
１９
％
安
と
な
り
、

年
初
来
安
値
を
更
新
し
た
。

年
初
の
高
値
を
付
け
た
１
月

シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
所
有
者

は
ど
う
な
る
の
か
。
加
藤
氏

に
よ
る
と
、
今
回
の
投
資
ス

キ
ー
ム
が
詐
欺
行
為
で
、
銀

行
が
そ
の
こ
と
を
知

っ
て
い

た
り
、
共
謀
関
係
が
認
定
さ

れ
た
り
す
れ
ば
、
融
資
契
約

は
無
効
に
な
り
、
融
資
が
棒

引
き
さ
れ
る
な
ど
の
救
済
策

に
つ
な
が
る
可
能
性
は
あ
る

と
い
う
。
た
だ
、
実
際
に
業

者
と
銀
行
が
共
謀
関
係
に
あ

っ
た
か
な
ど
を
認
定
す
る

ハ

ー
ド
ル
は
高
い
と
の
見
方
も

あ
る
。

１０
日
か
ら
の
ド
落
率
は
５
割

を
超
え
る
。
女
性
専
用
シ

ェ

ア
ハ
ウ
ス

「
か
ば
ち
ゃ
の
馬

車
」
を
巡
り
、
融
資
の
審
査

書
類
の
改
ざ
ん
な
ど
の
有
無

に
つ
い
て
金
融
庁
が
立
ち
入

り
検
査
に
入

っ
て
い
る
。
投

資
家
の
見
切
り
売
り
が
止
ま

ら
な
い
。

／
ヽ
一回聞円

―
▲／

１
Ｆ
′

シェアハウス破産 影響広がる
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Oo

め
た
と
こ
ろ
、
１７
年
４
～
９

月
期
の

「
そ
の
他
業
務
利
益

（
国
債
等
債
券
損
益
を
合

む
）
」
は
１
０
５
行
の
合
計

で
８２
億
円
。
１３
年
３
月
期
の

２
６
７
５
億
円
か
ら
顕
％
減

つ
た
。
‐８
年
３
月
期
は
０９
年

３
月
期
以
来
の
マ
イ
ナ
ス
に

陥

っ
た
も
よ
う
だ
。

米
国
債
値
下
が
り

（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
利
上
げ
な
ど

で
、
金
利
は
緩
や
か
に
上
昇
。

金
利
が
上
が
れ
ば
債
券
は
値

下
が
り
し
、
米
国
債
を
持
ち

続
け
れ
ば
損
失
が
出
る
。

Ｆ
Ｒ
Ｂ
や
欧
州
中
央
銀
行

（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
は
リ
ー
マ
ン

・

シ
ョ
ッ
ク
後
の
大
規
模
な
金

融
緩
和
を
手
じ
ま

い
す
る

「
出
田
」
に
動
く
。
中
銀
ト

ッ
プ
に
よ
る
発
言
の
微
妙
な

呼
び
か
け
て
き
た
。

そ
れ
か
ら
１
年
以
上
た

っ

て
も

「
ま
だ
ピ
ン
と
き
て
な

い
地
銀
が
複
数
い
る
」

（金

融
庁
幹
部
）
。
同
庁
に
よ
る

と
、
‐８
年
３
月
期
決
算
で
は
、

銀
行
が
融
資
な
ど
の
本
業
で

稼
ぐ

「
コ
ア
業
務
純
益
」
の

予
想
額
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
ま

で
債
券
の
評
価
損
が
拡
大
し

た
銀
行
が
あ
る
と
い
う
。

表
面
化
し
た
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
福
島
銀
行
は
４
日
、
合

み
損
を
抱
え
て
い
た
運
用
商

品
の
売
却
で
１８
年
３
月
期
に

６
億
４
１
０
０
万
円
の
損
失

を
計
上
す
る
と
発
表
し
た
。

６
億
７
０
０
０
万
円
を
見
込

ん
だ
通
期
純
利
益
が
ほ
ぼ
吹

き
飛
ぶ
。
同
行
の
広
報
担
当

者
は
「
中
身
は
言
え
な
い
が
、

金
融
庁
か
ら
い
ろ
い
ろ
指
導

さ
れ
て
い
る
」
と
話
す
。

な
ぜ
、
地
銀
の
外
債
運
用

が
う
ま
く
い
か
な
い
の
か
。

金
融
庁
は
背
景
に

「
素
人
同

然
」

（幹
部
）
の
運
用
実
態

が
あ
る
と
す
る
。

地銀揺るがす「素人運用」

も検討

だ性細郭騨軸巾瞳脚年一Ｌ停
陵沌
「‐こ陣却い軸轍雌販貌　八令口　「利太供か眸でき飛律ぶ

日
外
億
で
損
失
拡
大
、前
期
は
赤
字
か

地
方
銀
行
が
米
国
債
な
ど

海
外
債
券
の
運
用
で
損
失
を

膨
ら
ま
せ
て
い
る
。
全
国
１

０
５
行
の
債
券
運
用
益
は
５

年
前
に
比
べ
２
６
０
０
億
円

も
減
り
、
２
０
１
８
年
３
月

期
は
赤
字
に
な

っ
た
可
能
性

が
あ
る
。
損
失
の
主
因
は
米

長
期
金
利
が
上
が

っ
て
債
券

が
値

下
が
り
し
た

こ
と
だ

が
、
も
う

一
つ
の
理
由
は
十

分
な
体
制
が
な
い
地
銀
に
よ

る

「
素
人
運
用
」
。
金
融
庁

は
地
銀
経
営
の
最
大
の
リ
ス

ク
と
懸
念
し
始
め
た
。

関
西
が
地
盤
の
池
田
泉
州

銀
行
は
１８
年
３
月
期
に
米
国

債
の
評
価
損
を
約
１
４
０
億

円
計
Ｌ
す
る
。
１６
年
秋
以
降

の
米
金
利
上
昇
で
損
失
が
膨

ら
ん
だ
。
１７
年
末
の
外
債
保

有
高
は
１
５
０
０
億
円
と
前

年
末
の
半
分
に
減
ら
し
た
。

藤
凹
博
久
頭
取
は

「
債
券
連

用
は
難
し
い
」
と
漏
ら
す
。

日
銀
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
も

逆
風
と
な
り
、
地
銀
が
債
券

運
用
に
困

っ
て
い
る
。
全
国

地
方
銀
行
協
会
と
第
二
地
方

銀
行
協
会
の
資
料
か
ら
ま
と

グ
柄
燃
熙
ン

「
１
人
の
運
用
担
当
者
の

勘
で
売
買
し
て
い
た
」
。
「
運

用
チ
ー
ム
が
数
人
し
か
い
な

い
」
。

「
値
Ｌ
が
り
で
利
益

が
出
る
商
品
と
、
値
下
が
り

で
利
益
が
出
る
商
品
を
同
時

に
買
う
。
利
益
は
決
算
に
計

上
す
る

一
方
、
損
切
り
は
せ

ず
損
失
を
抱
え
た
」

金
融
庁
が
地
銀
の
外
債
運

用
の
実
態
を
調
べ
る
と
、
脆

弱
な
体
制
が
い
く
つ
も
報
告

さ
れ
た
。

「
地
銀
で
は
運
用

畑
は
軽
視
さ
れ
る
。
運
用
の

現
場
が
長
い
頭
取
が
い
な
い

こ
と
が
象
徴
だ
」
。
あ
る
幹

部
は
こ
う
指
摘
す
る
。

地
銀
に
も
や
む
に
や
ま
れ

ぬ
事
情
が
あ
る
。
日
銀
に
よ

る
大
規
模
な
金
融
緩
和
で
低

金
利
が
続
き
、
融
資
の
収
入

は
縮
む
ば
か
り
。
高
い
利
益

を
見
込
め
る
カ
ー
ド

ロ
ー
ン

や
ア
パ
ー
ト

ロ
ー
ン
は
、
過

熱
を
警
戒
す
る
金
融
庁
が
監

督
を
強
化
し
た
。
八
方
ふ
さ

が
り
に
な
り
、
比
較
的
安
定

し
た
収
益
を
期
待
し
て
債
券

投
資
に
頼

っ
た
面
が
あ
る
。

金
融
庁
は
４
月
以
降
、
外

債
運
用
の
リ
ス
ク
が
高
い
複

数
の
地
銀
に
対
し
、
運
用
状

況
を
改
め
て
確
認
す
る
実
態

調
査
に
乗
り
出
す
。
必
要
な

ら
立
ち
入
り
検
査
を
し
、
不

備
が
見
つ
か
れ
ば
業
務
改
善

命
令
も
検
討
す
る
。

地
銀
に
よ
る
外
債
運
用
の

損
失
は
今
後
、
次
々
に
表
に

出
る
可
能
性
が
あ
る
。
金
融

庁
は
１９
年
３
月
期
か
ら
、
地

銀
な
ど
が
保
有
す
る
国
債
や

外
債
の
金
利
変
動
リ
ス
ク
を

厳
し
く
見
積
も
る
新
規
制
を

導
入
す
る
。
規
制
に
触
れ
れ

ば
警
告
を
出
す
。
地
銀
は
含

み
損
を
抱
え
ら
れ
ず
、
評
価

損
の
計
上
を
迫
ら
れ
る
。

地
銀
に
は

「
金
融
庁
の
行

き
過
ぎ
た
干
渉
だ
」

（中
部

地
方
の
あ
る
地
銀
幹
部
）
と

の
不
満
も
強
い
。
だ
が
、
身

の
丈
に
合
わ
な
い
債
券
運
用

を
続
け
れ
ば
、
損
失
が

一
気

に
表
面
化
し
か
ね
な
い
の
も

事
実
。
国
内
で
は
低
金
利
、

海
外
で
は
金
利
上
昇
と
い
う

２
つ
の

「
金
利
難
」
に
い
面

す
る
地
銀
の
悩
み
は
深
い
。

（鈴
木
大
祐
、
佐
藤
初
姫
）

ギ宅

“

んす
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日
産
・ル
ノ
１
２２
年
め
ど

国
産
自
動
車
と
仏
ル
ノ
ー
の
会
長
を
兼
務
す
る
カ
ル
ロ
ス

・
ゴ
ー
ン
氏
は
１６
日
、
日
本
経
済
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ

ュ

ー
に
応
じ
、
両
社
の
資
本
関
係
を
見
直
す
考
え
を
示
し
た
。

「
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
に
つ
い
て
オ
ー
プ
ン
に
考
え
て
い

る
」
と
述
べ
た
。
仏
政
府
は
ル
ノ
「
と
口
産
の
経
営
統
合
を
求
め
て
い
る
も
よ
う
。
ゴ
ー
ン
氏
は
現
在
の
相
互
出
資

関
係
を
改
め
る
こ
と
を
検
討
し
２
０
２
２
年
ま
で
に
新
体
制
に
移
行
す
る
考
え
も
表
明
し
た
。
（関
連
記
事
１３
面
に
）

ゴ
ー
ン
氏
「あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
」

限ン
簸向

鍮】ぶ
漉
一

協
鞭
苺≡か

① o

日産とルノーの統合を巡る攻防が
激しくなつている (幾轄 出資比率)

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
答
え
る
ゴ
ー
ン
氏

（１６
日
、
東
京
都
港
区
）

国
産
と
ル

ノ
ー
の
提
携

（
３
面
き

ょ
う
の
こ
と
ば
）

は
経
営
危
機
に
陥

っ
た
国
産

を
救
済
す
る
形
で
ル
ノ
ー
が

出
資
し
た
１
９
９
９
年
に
始

ま

っ
た
。
現
在
は
ル
ノ
ー
が

日
産
に
４３

・
４
％
、
日
産
も

ル
ノ
ー
に
１５
％
を
出
資
。
日

産
が
３４
％
の
株
を
持

っ
三
菱

自
動
車
を
合
め
、
３
社
の
世

界
販
売
台
数
は
年
間
１
千
万

台
を
超
え
て
い
る
。

ゴ
ー
ン
氏
は
国
産

。
ル
ノ

ー
の
関
係
見
直
し
に
は
両
社

に
加
え
、
ル
ノ
ー
争
頭
株
主

の
仏
政
府
や
日
本
政
府
な
ど

「
す
べ
て
の
関
係
者
の
意
見

を
聞
き
入
れ
る
必
要

が
あ

る
」
と
語

っ
た
。
資
本
の
見

直
し
も
検
討
し
て
い
る
か
と

の
質
問
に

「
そ
の
通
り
だ
」

と
応
じ
た
。

ゴ
ー
ン
氏
が
資
本
関
係
の

変
更
に
つ
い
て
明
言
す
る
の

は
初
め
て
。
国
産

・
ル
ノ
ー

を
巡

っ
て
は
仏
政
府
が
ル
ノ

ー
に
圧
力
を
か
け
る
形
で
経

営
統
合
を
迫

っ
て
い
る
と
み

ら
れ
て
い
る
。

関
係
見
直
し
の
具
体
案
は

今
後
詰
め
る
が
統
合
新
会
社

を
つ
く
り
両
社
を
傘
下
に
入

れ
る
案
が
浮
上
し
て
い
る
。

両
社
は
企
業
連
合
の
中
長
期

戦
略
を
練
る
折
半
出
資
会
社

を
オ
ラ
ン
グ
に
持

っ
て
お
り

同
社
を
活
用
す
る
可
能
性
も

あ
る
。
合
併
も
取
り
沙
汰
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
口
産
側
は

経
営
の
独
立
性
が
失
わ
れ
る

よ
う
な
形
の
統
合
は
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
と
の
姿
勢
だ
。

ゴ
ー
ン
氏
は
ズ
ル
ノ
ー
の
ト

ッ
プ
と
し
て
の
任
期
が
切
れ

る
）
２２
年
ま
で
に
新
し
い
体

制
を
整
え
る
」
と
強
調
し
た
。

仏
政
府
は
６
月
中
旬
の
ル

ノ
ー
の
株
主
総
会
に
向
け
て

ゴ
ー
ン
氏
を
会
長
兼
最
高
経

営
責
任
者

（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
と
し

て
留
任
さ
せ
る
条
件
と
し
て

日
産
と
の
関
係
を
後
戻
り
で

き
な
い
不
可
逆
的
な
も
の
に

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。
ゴ
ー
ン
氏
は

「
仏

政
府
は
大
株
主
と
し
て

（
口

産

・
ル
ノ
ー
連
合
に
）
意
見

を
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
合
併
を
合
む

「
す
べ
て
の
選
択
肢
に
対
し

て
オ
ー
プ
ン
で
、
ど
れ
も
排

除
し
な
い
。
様
々
な
組
織
の

意
向
を
反
映
す
る
答
え
を
見

つ
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
説

明
し
た
。

「
自
分
の
信
念
を

曲
げ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な

い
。
３
社
連
合
の
存
枕
を
脅

か
す
よ
う
な
提
案
を
す
る
わ

け
が
な
い
」
と
も
語

っ
た
。

日
産
は
１８
年
３
月
期
の
売

上
高
見
通
し
が
Ｈ

・
８
兆
円

で
、
ル
ノ
ー
は
１７
年
１２
月
期

に
７

・
８
兆
円
。
世
界
販
売

で
は
‐７
年
に
日
産
が
５
８
１

万
台
で
ル
ノ
ー
が
３
７
６
万

台
だ
。
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）

な
ど
の
技
術
開
発
も
口
産
が

リ
ー
ド
し
て
い
る
。

仏
政
府
は
白
国
産
業
を
育

成
す
る
た
め
日
産
を
影
響
ド

に
ド
き
た
い
意
向
を
か
ね
て

示
し
て
き
た
。
１４
年
４
月
に

株
式
を
２
年
以
ｉ
持
つ
株
主

に
２
倍
の
議
決
権
を
与
え
る

フ
ロ
ラ

ン
ジ

ュ
法
を
制
定

し
、
ル
ノ
ー
を
通
じ
た
経
営

干
渉
の
構
え
を
見
せ
た
。

‐５
年
１２
月
に
は
仏
政
府
が

同
産
の
経
営
に
関
与
し
な
い

こ
と
で
合
意
。
そ
の
際
に
「
口

一

産
の
経
営
判
断
に
不
当
な
干

一

渉
を
受
け
た
場
合
、
ル
ノ
ー

へ
の
出
資
を
引
き
■
げ
る
権

利
を
持

つ
」
と
確
認
し
て
い

る
。
仮
に
国
産
が
ル
ノ
ー
株

を
２５
％
以
Ｌ
ま
で
買
い
増
せ

ば
日
本
の
会
社
法
に
よ
リ
ル

ノ
ー
が
持

つ
日
産
株
の
議
決

権
が
消
滅
す
る
。
仏
政
府
は

ゴ
ー
ン
氏
の
退
任
後
に
ル
ノ

ー
と
口
産
の
関
係
を
維
持
で

き
な
く
な
る
と
不
安
視
し
て

い
る
。
ゴ
ー
ン
氏
は

「
『
人

に
依
存
し
て
い
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
』

・と
い
う
指
摘
を
乗
り
越
え
な

一け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ

た
。

「
（自
身
を
合
む
）
経

営
陣
が
退
い
た
後
も
、
連
合

が
継
続
す
る
仕
組
み
を
提
示

す
る
」
と
語
り
、
協
力
関
係

を
永
続
的
に
維
持
す
る
た
め

に
資
本
を
含
め
た
見
直
し
に

取
り
組
む
考
え
を
示
し
た
”

沖盗 物′ア
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元
隊
員
、本
省
対
応
に
疑
念

２
０
０
４
年
か
ら
０６
年

に
か
け
て
イ
ラ
ク
に
派
遣

さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
の
日

報
が
公
表
さ
れ
た
。

「隠

す
必
要
の
な
い
文
書
岩
な

ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
る

の
か
」
。
隠
蔽
問
題
に
発

展
さ
せ
た
防
衛
省
の
対
応

に
、
派
遣
さ
れ
た
元
隊
員

た
ち
は
複
雑
な
思
い
を
抱

え
て
い
る
。

元
隊
員
ら
に
よ
る
と
、

日
報
は
、
現
地
の
会
議
で

報

告

さ

れ

た
任

務

や

予

定
、
気
象
状
況
な
ど
を
文

書
係
が
ま
と
め
、
宿
営
地

が
攻
撃
を
受
け
た
際
は
背

景
の
分
析
も
盛
り
込
ま
れ

た
。
普
段
は
電
子
メ
ー
ル

で
日
本
に
送
り
、
急
を
要

す
る
場
合
は
衛
星
電
話
も

使
わ
れ
た
と
い
う
。

「戦
闘
と
い
う
言
葉
も

使
い
ま
し
た
よ
」
と
話
す

の
は
、
復
興
業
務
を
担
う

本
隊
と
し
て
派
遣
さ
れ
た

６０
代
の
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
。
「軍

事
用
語
で
す
か
ら
。
大
規

模
だ

っ
た
ら
武
力
紛
争
。

小
規
模
だ

っ
た
ら
戦
闘
。

武
力
衝
突
、
小
競
り
合
い

と

い
う

言

い
方

は
し

な

い
」
と
証
言
し
た
。

本
隊
を
支
え
る
業
務
支

援
隊
と
し
て
半
年
間
、
派

遣
さ
れ
た
男
性
も

「行
く

前
は
戦
闘
状
態
と
聞
い
て

い
た
が
、
行

っ
て
み
た
ら
、

そ
う
で
も
な
か

っ
た
。
わ

れ
わ
れ
の
感
覚
と
し
て
は

『
ゲ
リ
ラ
攻
撃
』
。
本
気

で
殺
し
に
来
る
感
じ
は
な

か

っ
た
」
と
当
時
の
状
況

を
振
り
返

っ
た
。

２
人
と
も
日
報
に
つ
い

て

「
組
織
と
し
て
現
状
を

報

告

す

る

の
は

当

た
り

前
。
今
後
の
教
訓
の
た
め

に
保
管
す
る
の
も
当
然
の

こ
と
だ
」
と
口
を
そ
ろ
え

る
。
Ｏ
Ｂ
は

「制
服
組
が

隠
し
て
い
た
よ
う
な
言
わ

れ
方
は
納
得
で
き
な
い
。

具
合
が
悪
く
な
る
の
は
、

現
地
の
様
子
が
明
ら
か
に

な

っ
て
ほ
し
く
な
い
政
治

の
方

じ

ゃ
な

い
ん

で

す

か
」
と
話
す
。
元
業
務
支

援
隊
の
男
性
も

「今
後
の

行
動
に
支
障
が
あ
る
も
の

は
出
せ
な
い
が
、
黒
塗
り

に
し
て
出
し
て
お
け
ば
よ

か

っ
た
話
だ
。
そ
こ
を
な

ぜ
、
き
ち
ん
と
整
理
で
き

な
か

っ
た
の
か
」
と
た
め

患
を

つ
い
た
。

率ヨ午//7
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自
民
党
支
持
者
に
問
い
た
い

無
職
　
宮
木
　
英
工
６４

（兵
庫
県
加
古
川
市
）

と
っ
き
の
対
応
が
大
切
だ

高
校
生
　
杉
山
　
千
奈
１７

（東
京
都
八
王
子
市
）

大
相
撲
の
春
巡
業
の
際
、
土

か
ら
下
り
る
よ
う
に
と
い
う
ア

俵
上
で
倒
れ
た
市
長
の
救
命
に
　
ナ
ウ
ン
ス
が
繰
り
返
し
流
れ
た

当
た

っ
た
女
性
に
対
し
て

「女

か
ら
で
す
。

性
は
土
俵
か
ら
下
り
て
く
だ
さ

　

伝
統
や
し
き
た
り
は
確
か
に

い
」
と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ

大
事
な
も
の
で
す
が
、
そ
れ
よ

た
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
私
は
不

り
も
大
事
で
優
先
さ
せ
る
べ
き

可
解
だ
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

な
ぜ
な
ら
、
人
命
を
助
け
る

思
い
ま
し
た
。

た
め
に
応
急
処
置
を
行

っ
た
の

　

今
回
は
女
人
禁
制
の
伝
統
よ

に
、
そ
の
行
動
に
対
し
て
土
俵

り
、
人
命
救
助
が
何
よ
り
も
優

‐
‐
‐

先
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し

た
。
市
長
が
倒
れ
た
際
、
救
急

隊
員
が
到
着
す
る
ま
で
処
置
を

続
け
た
女
性
た
ち
を
私
は
尊
敬

し
ま
す
。

市
長
が

一
命
を
取
り
と
め
た

の
は
女
性
た
ち
の
と

っ
さ
の
判

断
の
お
か
げ
で
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
守
る
べ
き
伝
統
や
し
き

た
り
は
大
切
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
場
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に

対
処
す
る
こ
と
の
方
が
も

っ
と

大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。

砂
遊
び
を
注
意
さ
れ
た
が
　

・

中
学
生
　
一Ｐ
田
　
み
ず
き
１４

（さ
い
た
ま
市
南
区
）

小
学
校
用
地
の
国
有
地
売
却

を
巡
る
森
友
学
園
問
題
と
獣
医

学
部
新
設
を
巡
る
加
計
学
園
間

題
に
つ
い
て
、
１
年
以
上
議
論

し
て
い
る
。
他
に
も
い
ろ
い
ろ

国
会
で
審
議
す
べ
き
こ
と
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「森
友

・
加
計
」
問
題
は
真
相
解
明
に

は
至

っ
て
い
な
い
。
野
党
の
質

問
の
仕
方
に
問
題
は
あ
る
も
の

の
、
も

っ
と
ひ
ど
い
自
民
党
の

質
問
内
容
に
は
あ
き
れ
返
る
ば

か
り
だ
。

国
民
の
多
く
が
、
安
倍
晋
三

首
相
の
直
接
的
あ
る
い
は
間
接

的
な
関
与
を
疑

っ
て
い
る
こ
と

は
世
論
調
査
の
結
果
で
明
ら
か

で
あ
る
。
先
日
の
国
会
の
予
算

委
員
会

の
中

継
を
見

て

い
て

も
、
首
相
は
明
ら
か
に
質
問
を

は
ぐ
ら
か
す
よ
う
な
答
弁
を
繰

り
返
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
よ
し
と
す
る
自
民
党
議
員

の
方
々
の
姿
勢
は
い
か
が
な
も

の
か
。
私
は
自
民
党
支
持
者
に

問
い
た
い
。

与
党
で
あ
る
自
民
党
は

「森

友

・
加
計
」
問
題
を
解
決
し
よ

う
と
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
、

は
な
は
だ
疑
問
だ
。
こ
の
ま
ま

自
民
党
に
政
治
を
任
せ
て
お
い

て
大
文
夫
だ
ろ
う
か
。
国
民
の

政
治
離
れ
が
ま
す
ま
す
加
速
し

て
い
く
こ
と
を
危
倶
す
る
。

私
に
は
小
学
校
２
年
生
の
弟

が
い
ま
す
。
近
く
の
公
園
の
砂

場
で
、
弟
と
弟
の
友
達
が
遊
ん

で
い
ま
し
た
。

お
ば
さ
ん
が
や

っ
て
来
て
、

「穴
を
掘

っ
て
遊
ぶ
の
危
な
い

じ
ゃ
な
い
」
と
言
い
ま
し
た
。

人
に
迷
惑
を
か
け
な
け
れ
ば
ト

ン
ネ
ル
を
掘

っ
た
り
、
バ
ケ
ツ

に
砂
を
入
れ
た
り
し
て
遊
ぶ
の

も
よ
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
弟

が
遊
ん
で
い
た
と
き
は
、
近
く

に
他
の
子
も
お
ら
ず
、
２
人
で

遊
ん
で
い
ま
し
た
。

「あ
と
で
砂
は
埋
め
て
戻
す

か
ら
」
と
弟
が
言

っ
て
も
、
お

ば
さ
ん
は

「危
な
い
」
と
言
い

ま
し
た
。
公
園
の
砂
場
で
穴
を

掘

っ
て
危
な
い
と
言

っ
て
い
た

ら
、
走
る
こ
と
も
危
な
い
し
、

も
う
公
園
で
遊
べ
な
く
な
り
ま

す
。
大
人
の
方
も
、
子
供
の
頃

は
砂
場
に
穴
を
掘

っ
た
り
し
て

遊
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
が

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
の
で
子
供

に
八
つ
当
た
り
し
た
の
で
は
な

い
か
と
疑
い
ま
し
た
。
公
園
で

子
供
た
ち
が
伸
び
伸
び
遊
べ
る

よ
う
に
大
人
の
方
も
考
え
て
ほ

し
い
で
す
。
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